
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年５月８日、本市中学３年女子生徒が自ら命を絶つという、非常に痛ま

しい出来事がありました。そして、その後の調査委員会で、自死の背景にはいじめ

があったことが報告されました。 

いじめは許されるものではありません。いじめは命にかかわる重大な問題でもあ

るのです。しかし、いじめはどの学校にも、どのクラスにも、どの子どもにも起こ

りうるものであり、すべての子ども達が、いじめのことを自分自身のこととして考

えることが大切であると考えています。 

そのため、本市全園・小中学校では平成 26年度から５月８日を「命の大切さに

ついて考える日」と設定して、すべての子どもたちが、いじめを許さず、自分や他

人の命の大切さを真剣に考える取組を全市的に行っています。 

 

全校集会で、園長･学校長･教頭･生徒指導主事等が講話 

幼稚園や各学校では、園長・校長・教頭・生徒指導主事等が「命の大切さ」について訴

えたり、児童会や生徒会がいじめ防止に向けて主体的に呼びかけをしたりするなど、各学

校の実態に応じた様々な取組が展開されました。 

皆さんが生まれた時、誰もが

「幸せ保証書」をもらっていま

す。「あなたは、人としていつ

でも楽しく幸せに生きていけ

ますよ。」 ということです。 

 

ほかほかハートをたくさんつ

かって、いじめのない、ともだ

ちをおもい、えがおのおおい 

みやじまようちえんにしていき

ましょう。 

 

皆さんが安心して過ご

せる学校にするためは、

素直に自分の思いを伝え

合うことが大切です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童会、生徒会主催の集会等で、行動宣言を行いました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の授業を通して・・・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 だより     命の大切さについて考える 校長の話より一部抜粋 

 

○友達は、作るものでなく できるものである。 
 一人は寂しい。仲間は多い方がよい。しかし自分勝手ではいけないが、自分を愛して大切に

してほしい。みんなを大切にしてくれている家族もいる。無理をして合わせ続けるのか、それ

とも信念を持って生きるかだ。その信念が正しければ、「あなたといれば安心できて心地よい。」

「一緒に頑張れる。元気になる。」と思う人が自然とあなたの周りにはたくさんできる。一人じ

ゃない。一人でいることを恐れないでほしい。 

 

○あなたなりの魔法の言葉を見つけてほしい。 

 誰かの悪口やうわさを聞かされたときに、そう思っていないのに「そうじゃね」「そうよね」

と返してしまうことがよくある。自分の目で確かめたわけでもないのに、そうだと信じ込んで

しまう。 

そんなとき、悪口や噂を認めず、言った人も傷つけず、あなたなりの生き方に通ずる魔法の

言葉を見つけてほしい。 

いろいろな取組を通して・・・ 

 

保護者・地域に取組を発信しました  

 

教職員による詩の朗読 

 いのちの大切さについ

て考える図書の紹介 助産師による「いのちの話」 

学 級 目 標 

こんなことばを 

ふやしていこう！ 
  


